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高画質への挑戦。 
い ま 、 オ ル ソ シ ス テ ム の 汎 用 性 は レ ギ ュ ラ ー シ ス テ ム を 超 え る 。 

被曝線量の軽減と診断領域の拡大を追求する、サクラ^̂ V\/ハイオルソシ 

ステムは、いま新しくシャープな超高画質フィルムタイプム00をシリーズに加 

え、さらに充実しました。 

きタイプ 0̂0は粒状性の大幅な向上と、高い鮮銳性のため、標準レギュ 

ラーシステムと同等以上の高画質な写真特性をそなえていますので、胸 

部、四肢骨、断層を含むあらゆる撮影領域にすぐれた威力を発揮します。 

拳タイプ&00はカブりを押え、低澳度部の情報量を高め、さらに、高濃度 

部にかけてのコントラストを高く設計されていますのでテ？テールの描写力 

は非常にすぐれています。 

けィプム00は非常に診断のしゃすい青味をおびた、クリア一でシャ 

な写真が得られます。 

》スタチックが非常に発生しにくい設計のタイプム00は、X線カセッテレス 

テレビ装置、ん丁.などの機械搬送性にすぐれた適応性をそなえてい 

ます。 
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検
の
効
率
化
I受
診
者
の
募
集
 

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
I、
は
 

精
度
管
理
の
諸
問
題
で
、
シ
ン
 

ポ
ジ
ゥ
ム
形
式
の
討
論
と
い
う
 

こ
と
に
決
定
し
た
。
 

厚
生
連
 

自
主
活
動
を
強
化
 

全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
は
 

組
織
と
し
て
、
日
本
対
ガ
ン
協
 

会
に
つ
ぐ
胃
集
検
を
行
つ
て
い
 

る
が
、
こ
の
ほ
ど
パ
ン
フ
レ
ツ
 

ト
「
老
人
保
健
法
の
解
説
」
を
 

作
成
、
全
国
の
農
協
に
配
布
し
 

た
。
 

「
老
人
保
健
制
度
が
実
施
さ
 

れ
て
も
、
農
協
の
健
康
管
理
活
 

動
の
必
要
性
は
、
弱
ま
る
こ
と
 

は
な
い
」
と
、
役
員
、
組
合
員
 

に
訴
え
て
い
る
。
 

胃
集
検
の
精
度
管
 

理
方
法
の
検
討
が
当
 

地
方
会
作
業
班
で
進
 

め
ら
れ
て
お
り
、
い
 

よ
い
よ
、
機
器
、
材
 

料
、
技
術
の
あ
り
方
に
及
ん
で
 

き
た
。
老
人
保
健
法
に
よ
る
胃
 

集
検
の
量
的
拡
大
が
、
質
の
低
 

下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
と
懸
念
 

さ
れ
る
昨
今
、
胃
X線
撮
影
に
 

つ
い
て
そ
の
あ
り
方
が
検
討
さ
 

れ
る
こ
と
は
、
時
期
を
得
て
い
 

る
と
い
え
る
。
 

高
画
質
、
低
被
曝
を
標
榜
す
 

る
I

 ，

 I
間
接
装
置
、
適
正
な
 

濃
度
粘
度
の
バ
リ
ウ
ム
、
適
量
 

の
発
泡
剤
、
階
調
性
の
よ
い
 

フ
ィ
ル
ム
、
充
分
に
訓
練
さ
れ
 

た
胃
X線
撮
影
技
師
等
、
い
い
 

仕
事
を
し
て
い
く
環
境
条
件
は
 

す
ぐ
に
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
 

昨
年
行
な
わ
れ
た
胃
集
検
放
 

射
線
装
置
等
実
態
調
査
(
村
西
 

班
)
の
報
告
で
は
、
関
東
甲
信
 

越
地
域
に
は
約
一
一
百
台
の
胃
集
 

検
車
が
稼
動
し
て
お
り
、
そ
の
 

う
ち
昭
和
五
十
年
以
前
に
購
入
 

さ
れ
た
も
の
は

冗̂
を
越
す
と
 

い
う
0
 

こ
れ
ら
の
古
い
機
器
は
い
く
 

ら
入
念
に
整
備
を
施
し
て
も
自
 

づ
と
そ
の
限
界
が
あ
る
。
古
い
 

機
器
が
野
放
し
に
稼
動
し
て
い
 

く
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
営
々
と
 

し
て
積
み
上
げ
て
き
た
信
頼
を
 

一
気
に
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
 

恐
れ
が
あ
る
。

 
(車
) 

3
 

國
 

0
 

二
月
一
日
老
人
保
健
法
が
実
施
さ

1̂̂
生
省
の
策
定
し
た
昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
概
要
と
予
 

算
額
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
胃
集
検
関
係
は
受
診
対
象
人
員
が
三
百
八
十
四
万
四
千
人
、
 

予
算
額
は
三
0
億
四
千
万
円
。
胃
が
ん
検
診
車
整
備
は
二
十
三
台
、
三
億
四
百
七
十
一
万
三
千
円
。
 

そ
の
他
都
道
府
県
に
設
け
ら
れ
る
成
人
病
管
理
指
導
事
業
費
、
成
人
病
検
診
従
事
者
研
修
費
な
ど
が
 

主
な
る
も
の
で
あ
る
。
納
得
で
き
る
予
算
額
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
三
〇
冗
一
千
万
検
診
へ
の
第
 

一
歩
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
。
 

検
診
体
制
の
確
立
は
 

基
盤
の
整
備
が
急
務
 

胃
集
検
の
法
制
化
は
、
胃
集
 

検
関
係
者
の
長
年
の
願
望
で
 

あ
つ
た
が
、
老
人
保
健
法
の
保
 

健
事
業
の
一
環
と
い
う
形
で
実
 

現
し
た
。
国
の
事
業
と
予
算
の
 

骨
格
が
確
定
し
て
み
る
と
、
宿
 

願
達
成
の
喜
び
と
同
時
に
、
厚
 

生
省
が
揚
げ
た
昭
和
六
十
一
年
 

ま
で
の
五
力
年
で
、
四
〇
歳
以
 

上
の
対
象
者
の
三
〇
冗
、
一
千
 

万
人
検
診
実
施
体
制
確
立
へ
の
 

課
題
が
、
多
く
問
題
点
を
明
ら
 

か
に
し
な
が
ら
俄
に
浮
上
し
克
 

服
を
迫
つ
て
き
た
。
 

実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
 

対
応
す
る
人
員
の
確
保
、
予
算
 

計
上
に
ど
れ
だ
け
の
熱
意
と
理
 

解
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
 

多
種
多
様
の
実
施
機
関
が
、
 

ど
の
よ
う
な
協
調
を
示
す
か
。
 

受
診
者
が
老
人
保
健
法
の
保
健
 

事
業
を
理
解
し
、
胃
集
検
の
受
 

診
率
を
高
め
て
く
れ
る
か
。
 

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
実
施
機
 

関
を
直
撃
す
る
胃
が
ん
検
診
料
 

金
一
つ
を
と
つ
て
も
問
題
は
深
 

刻
と
い
え
よ
う
。
厚
生
省
が
定
 

め
た
基
準
単
価
、
集
団
検
診
(検
 

診
車
)
二
、

 二
五
八
円
。
保
健
 

所
一
、
六
一
九
円
。
医
療
機
関
、
 

間
接
撮
影
〔
一
括
方
式
)
三
、
 

八
七
三
円
。
直
接
撮
影
〖
一
括
 

方
式
)
六
、
三
九
三
円
。
直
接
 

撮
影
(
個
別
方
式
)
七
、
九
九
 

一
円
を
め
ぐ
つ
て
、
す
で
に
議
 

論
百
出
の
観
が
あ
る
。
 

基
準
単
価
は
即
、
検
診
料
金
 

な
の
か
。
従
来
の
検
診
料
金
と
 

比
較
し
て
高
い
の
か
、
安
い
の
 

か
。
標
準
検
診
料
の
検
討
さ
え
 

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
現
状
で
 

は
問
題
の
根
は
深
い
と
い
わ
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
す
る
 

検
診
料
金
が
胃
集
検
の
質
を
左
 

右
し
か
ね
な
い
危
険
性
さ
え
孕
 

ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
 

老
人
保
健
法
実
施
を
契
機
に
胃
 

集
検
推
進
の
基
盤
整
備
に
総
力
 

を
傾
け
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
 

「
胃
集
検
の
手
引
き
」
 

の
無
料
配
付
が
好
評
 

老
入
保
健
法
に
よ
っ
て
胃
集
 

検
が
法
制
化
さ
れ
、
精
度
管
理
 

の
強
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
現
 

状
に
鑑
み
、
本
会
は
栃
木
県
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
小
平
正
所
長
 

が
作
成
し
た
「
胃
集
団
検
診
の
 

手
引
き
」
を
八
，
8会
員
に
、
 

「
同
補
遺
，
造
影
剤
及
び
そ
の
 

投
与
法
等
に
つ
い
て
」
を
八
会
 

員
に
参
考
費
料
と
し
て
無
料
配
 

付
し
た
。
 

こ
の
資
料
は
小
平
所
長
の
好
一
 

意
に
よ
り
、
印
刷
実
費
で
提
供
 

さ
れ
た
も
の
で
、
配
付
後
、
研
 

修
資
料
と
し
て
活
用
し
た
い
の
 

で
と
、
追
加
配
付
申
込
み
が
寄
 

せ
ら
れ
る
ほ
ど
好
評
で
あ
っ
た
。
 

第
？
5回
地
方
会
あ
 

主
題
決
ま
る
 

第
一
一
十
六
回
関
東
甲
信
越
地
 

方
会
は
、
九
月
十
六
日
(
金
) 

大
宮
市
民
会
館
で
、
埼
玉
県
医
 

師
会
長
.埼
玉
県
対
が
ん
協
会
 

長
福
島
茂
夫
会
長
の
も
と
に
開
 

催
さ
れ
る
が
、
主
題
は
出
胃
集
 

精
度
管
理
第
2弾
 

精
密
検
査
基
準
で
き
る
 

胃
集
検
の
精
度
管
理
基
準
の
 

中
核
を
な
す
「
精
密
検
査
の
精
 

度
管
理
」
の
策
定
は
、
本
会
実
 

施
機
関
部
会
精
度
管
理
研
究
班
 

が
、
昨
年
七
月
一
一
十
一
日
以
来
 

0
 

8
 5

 
3
 

視

点
 

本

会

世

話

人

代

表
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長
 

市
川
平
一
 

老
人
保
健
法
の
保
健
事
業
の
一
 

環
と
し
て
、
胃
集
検
の
年
間
の
検
 

診
数
を
五
力
年
(
昭
和
六
，
一
年
) 

を
目
途
に
、
四
〇
歲
以
上
の
対
象
 

者
の
三
〇
を̂
行
い
た
い
、
と
厚
 

生
省
が
打
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
 

多
く
の
議
論
を
耳
に
す
る
。
 

胃
集
検
実
施
機
関
の
担
当
者
か
 

ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
町
村
 

の
担
当
者
、
時
に
は
胃
集
検
を
研
 

究
対
象
に
し
て
い
る
学
者
の
専
門
 

的
、
解
析
的
な
意
見
を
き
か
さ
れ
 

る
こ
と
も
あ
る
。
 

「
厚
生
省
の
掲
げ
た
目
標
の
達
 

成
は
無
理
だ
」
と
の
声
が
圧
到
的
 

に
多
い
。
中
に
は
ご
丁
寧
に
も
「
厚
 

生
省
自
身
が
目
標
を
本
気
で
達
成
 

で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
 

は
な
い
か
」
と
付
！
3す
る
も
の
も
 

い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
ご
意
見
に
接
す
た
 

び
に
感
ず
る
の
は
、
せ
っ
か
く
掲
 

げ
た
目
標
の
達
成
に
対
し
て
前
向
 

き
に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
て
、
 

悲
感
的
、
否
定
的
な
態
度
を
示
す
、
 

い
か
に
も
日
本
人
的
な
発
想
だ
と
 

言
う
こ
と
で
あ
る
。
 

や
す
や
す
と
達
成
で
き
る
よ
う
 

な
目
標
な
ら
、
改
め
て
掲
げ
る
こ
 

と
も
な
か
ろ
う
。
目
標
達
成
に
困
 

難
を
伴
う
か
ら
、
努
力
す
る
こ
と
 

に
生
甲
斐
も
喜
び
も
感
じ
ら
れ
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

も
し
、
三
〇
冗
集
検
、
つ
ま
り
 

一
千
万
人
集
検
が
達
成
で
き
た
ら
、
 

約
一
万
人
の
胃
が
ん
患
者
が
発
見
 

さ
れ
、
そ
の
う
ち
七
千
人
が
救
命
 

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
や
、
地
方
会
 

レ
ベ
ル
で
綿
密
に
調
査
し
た
ら
、
 

一
万
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
も
 

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
的
に
 

は
目
立
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
 

わ
た
く
し
の
眼
に
は
実
に
素
晴
ら
 

し
い
成
果
だ
と
映
る
。
 

胃
集
検
の
評
価
に
は
、
学
問
的
 

側
面
も
あ
れ
ば
、
経
済
的
な
側
面
 

も
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
は
 

「
救
命
」
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
は
 

な
い
か
。
そ
う
は
言
っ
て
も
世
の
 

中
に
は
、
評
価
の
意
味
を
理
路
整
 

然
と
説
明
し
な
い
と
納
得
し
な
い
 

向
き
も
あ
る
。
 

こ
こ
か
ら
、
「
な
ぜ
三
〇
冗
集
検
 

な
の
か
」
の
問
題
も
で
て
く
る
。
 

子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
率
の
低
下
と
 

検
診
数
の
関
係
を
、
長
年
に
わ
た
つ
 

て
調
べ
た
諸
外
国
の
報
告
で
は
、
 

そ
の
地
域
の
三
〇
歲
以
上
の
全
婦
 

人
の
三
〇
冗
検
診
を
行
っ
た
場
 

合
、
明
ら
か
に
頸
が
ん
死
亡
率
が
 

低
下
す
る
よ
う
で
あ
る
し
、
効
率
 

的
に
は
三
三
冗
で
あ
る
と
の
主
張
 

も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
報
告
を
基
準
に
す
る
 

と
胃
集
検
の
場
合
に
は
や
正
直
に
 

言
え
ば
四
〇
冗
、
あ
る
い
は
五
〇
^ 

集
検
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
 

一
挙
に
こ
の
よ
う
な
高
い
目
標
を
 

淳
て
も
無
理
な
の
で
、
控
え
目
 

に
三
〇
冗
集
検
が
打
出
さ
れ
た
こ
 

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

こ
の
目
標
。
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
 

う
か
が
、
ま
た
胃
集
検
を
老
人
保
 

健
法
に
よ
っ
て
国
の
施
策
に
取
り
 

上
げ
た
こ
と
の
評
価
を
定
め
る
重
 

要
な
試
金
石
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
 

目
標
達
成
に
は
多
く
の
困
難
の
あ
 

る
こ
と
は
十
分
承
知
の
上
で
、
三
 

〇
冗
集
検
へ
の
困
難
な
因
子
を
ひ
 

と
つ
ひ
と
つ
克
服
し
て
、
目
標
達
 

成
に
努
力
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
。
 

五
回
の
班
会
議
で
慎
重
に
審
議
 

を
重
ね
て
き
た
が
、
十
一
一
月
一
 

日
成
案
を
得
た
。
 

こ
れ
は
「
胃
集
検
組
織
の
精
 

度
管
理
」
に
つ
づ
く
も
の
で
、
 

：
!：
間
接
X線
写
真
読
影
の
診
断
 

基
準
、
3；
精
度
管
理
機
構
、
3
 

胃
集
検
協
医
療
機
関
の
登
録
、
 

協̂
力
医
療
機
関
の
登
録
参
加
 

条
件
、

精̂
度
管
理
の
方
法
を
 

も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

今
後
、
胃
集
検
の
規
模
が
ま
 

す
ま
す
拡
大
す
る
状
況
か
ら
み
 

て
、
精
密
検
査
を
が
ん
発
見
率
 

の
高
い
専
門
施
設
に
限
定
す
る
 

こ
と
は
不
可
能
に
な
る
の
で
、
 

よ
り
多
く
の
医
療
機
関
、
実
地
 

医
家
が
容
易
に
参
加
で
き
、
I
 

か
も
全
体
と
し
て
質
的
高
水
準
 

を
維
持
す
る
効
果
を
期
待
し
て
、
 

現
状
に
お
い
て
実
施
可
能
と
考
 

え
ら
れ
る
「
精
密
検
査
の
精
度
 

管
理
」
と
し
て
提
案
さ
れ
た
4
 

の
で
あ
る
。
(概
要
は
一
一
面
) 

胃
集
検
の
精
度
管
理
は
、
ム
 

ら
に
「
放
射
線
装
置
等
の
精
度
 

管
理
」
を
付
加
さ
れ
、
「
胃
集
検
 

に
お
け
る
精
度
管
理
の
手
引
き
」
 

と
し
て
九
月
頃
に
刊
行
さ
れ
る
 

見
込
。
 

財
政
強
化
に
財
務
委
設
置
 

本
会
で
は
事
業
の
拡
充
に
備
 

え
て
財
政
の
強
化
を
は
か
る
た
 

め
財
務
委
員
会
を
設
置
し
、
一
 

月
一
一
十
曰
第
一
回
委
員
会
を
開
 

催
、
財
政
面
か
ら
本
会
運
営
の
 

基
本
方
針
を
協
議
、
二
月
三
日
 

財
務
諸
表
を
徹
底
的
検
討
し
た
 

；
水
田
巌
委
員
の
「
昭
和
五
十
八
 

年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
改
善
 

試
案
」
を
中
心
に
協
議
検
討
し
 

事
業
原
資
の
確
保
と
円
滑
な
運
 

営
へ
の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
 

と
し
た
。
 

委
員
は
次
の
通
り
。
 

(
委
員
長
)
若
狭
勝
太
郎
.
東
 

京
都
医
師
会
理
事
、
(
委
員
)
志
 

賀
信
雄
，
栃
木
県
保
健
衛
生
事
 

業
団
理
事
長
、
笹
川
道
三

国̂
 

立
が
ん
セ
ン
タ
︱
医
長
、
前
沢
 

朝
信
，
千
葉
県
対
が
ん
協
会
事
 

務
局
長
、
永
田
巌
，
埼
玉
県
対
 

が
ん
協
会
事
務
局
長
。
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(別表） 間接X線写真読影の診断基準 

診断基準 所 見 指 示 清 検 方 法 

0 読影不能 再撮影又は精検 精検の場合3に準ずる 

1 異常なし 精検不要 

2 軽度の異常 精検不要 
(又は柽過観察） 

3 病変の存在を疑わせる 精 検 
X線又は内視鏡もしくは両者 
併用 

4 病変確実 必ず精検 
X線，内視鏡を併用 

5 悪性病変であることの診断可能 至急精検 

X線，内視鏡を併用 

注し 診断基準0 

0 - 1 

0 - 2 

診断基準1 

診断基準2 

診断基準3 

診断基準4 

診断基準5 

：間接X線写真の読影が不能であるもの。これは以下のごとく亜分類 

することも可能である。 

：撮影条件の不良による読影不能（例：露出不足，カプリ，破損フィ. 

ルムなど） 

：それ以外の原因による読影不能（例：食餌残渣，空気不足，甚しい 

造影剤の重なり，多量の気泡の存在，吻合胃，切除胃など） 

：全く異常を認めないもの。 

：軽度の変化を認めても，必ずしも病変の存在を期待しないもの。（例： 

軽度の胃角開大，裂口ヘルニア，軽度の瀑状胃など。）ただし念のた 

め精検を指示する場合は診断基準3として取り扱う。診断基準2は 

精検を要するとは考えられないもののみを指すが，経過観察として 

再検査を指示してもよい。 

：良性，悪性を問わず病変の存在を疑わせる所見を呈するもの。精検 

方法としてはX線，内視鏡のどちらを先行させてもよいが，小病変 

はこのグループにもっとも多く含まれている可能性があるので，慎 

重な検査が望ましい。 

：良性，悪性を問わず，病変の存在を確実に指適できるもので，必ず！ 

精検をうけるよう，特別に強力な指示を必要とする。 

：間接X線写真上ですでに悪性病変であることが診断できるもので， 

実際には進行癌を指すことが大部分であると解してよい。従って， 

このような症例は通常の事務的処理を待たずに，至急精検をうけさ 

せるような通知態勢をとること。 

上記診断基準4と5は，精検に際して，X線と内視鏡検査を併用することとし， 

また一見して明らかな進行癌を除き，できる限り生検を施行すること。 

実施主体または実施機関が要精検者を外部の精密検査医療機関に付託する際は， 

必ず診断基準を明記した検査依頼書あるいは間接X線写真を添付すること。 

厚生省 

じ
て
行
う
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
 

業
を
実
施
す
る
た
め
の
機
構
(精
 

度
管
理
委
員
会
)
を
設
置
す
る
 

必
要
が
あ
る
。
(
以
下
略
) 

要̂
員
の
構
成
(略
) 

精̂
度
管
理
委
員
会
の
 

業
務
(
略
) 

夂
胃
集
検
協
力
医
療
 

機
関
の
登
録
(
略
) 

協̂
力
医
療
機
関
の
 

登
録
参
加
条
件
 

ィ
、
X線
直
接
撮
影
に
関
し
 

て

(
略

) 

口
、
内
視
鏡
検
査
及
び
生
検
 

に
関
し
て
(
略
) 

ハ
、
間
接
X線
写
真
の
読
影
 

に
関
し
て
(
略
) 

二
、
発
見
胃
が
ん
に
関
す
る
 

報
告
の
義
務
(
略
)
 

ホ
、
胃
集
検
症
例
検
討
会
、
 

研
修
会
等
へ
の
出
席
(
略
) 

へ
、
各
種
学
会
等
へ
の
参
加
 

(
略
)
 

以
上
参
加
条
件
の
う
ち
、
ィ
、
 

口
、

 
二
の
三
項
目
は
登
録
の
た
 

め
の
義
務
的
事
項
と
す
る
。
そ
 

の
他
に
関
し
て
は
、
精
度
管
理
 

委
員
会
が
実
状
に
応
じ
て
診
断
 

の
基
準
を
設
定
す
る
。
 

精̂
度
管
理
の
方
法
 

ィ
、
胃
集
検
症
例
検
討
会
 

胃
集
検
協
力
医
療
機
関
よ
り
 

自
験
例
の
提
出
を
求
め
て
実
施
 

す
る
。
検
討
会
の
主
催
、
規
模
、
 

回
数
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
 

精
度
管
理
委
員
会
が
医
師
会
、
 

IIミ
ー
靈
靈
垂
暴
至
置
謹
一
謹
 

チ
以
上
、
被
曝
線
量
低
減
の
た
 

め
I，
I方
式
が
望
ま
し
い
。
 

枚
数
は
最
低
六
枚
、
撮
影
体
位
 

及
び
方
法
は
日
本
消
化
器
集
検
 

学
会
の
方
式
、
造
影
剤
は
適
切
 

な
濃
度
と
副
作
用
等
の
事
故
に
 

注
意
を
指
示
し
て
い
る
。
 

実
施
機
関
に
対
し
て
は
消
集
 

検
学
会
の
定
め
に
精
度
管
理
を
 

行
う
こ
と
と
、
X線
写
真
を
三
 

年
以
上
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
義
務
づ
け
て
い
る
。
 

こ
の
実
施
要
領
に
示
さ
れ
て
 

い
る
の
は
、
今
後
の
胃
集
検
を
 

推
進
す
る
骨
格
で
、
細
目
は
い
 

ず
れ
、
胃
集
検
マ
二
ュ
ア
ル
と
 

し
て
示
さ
れ
る
ら
し
い
。
 

こ
の
実
施
要
綱
と
実
施
要
領
 

は
老
人
保
健
法
に
基
く
地
域
；
！
4
 

実
施
機
関
、
行
政
(
保
健
所
) 

等
と
協
議
し
、
参
加
者
の
出
席
 

の
便
宜
を
考
慮
し
て
企
画
す
る
。
 

(
略
) 

提
出
症
例
は
、
間
接
X線
写
 

真
診
断
基
準
4及
び
5に
関
す
 

る
精
検
症
例
の
ほ
か
、
精
検
医
 

が
興
味
を
抱
き
、
ま
た
問
題
意
 

識
を
も
つ
症
例
等
、
参
加
者
の
 

自
由
裁
量
に
よ
る
症
例
と
し
、
 

そ
の
他
精
度
管
理
委
員
会
が
提
 

供
す
る
症
例
も
含
む
こ
と
と
す
 

る
。
(
略
) 

口
、
研
修
会
 

(
略
)
 

1、
講
義
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
 

作
成
と
実
施
 

精
度
管
理
委
員
会
は
、
講
義
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
あ
ら
か
じ
め
 

作
成
し
、
一
定
の
計
画
に
基
い
 

て
実
施
す
る
。
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
以
下
の
主
 

題
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

出
消
化
管
X
線
検
査
技
法
 

〔
X
線
写
真
の
良
否
) 

(
略
) 

3
胃
が
ん
の
予
防
対
策
(
分
 

子
遺
伝
学
、
変
異
誘
発
物
 

質
、
免
疫
、
行
政
対
策
な
 

ど
一
次
予
防
対
策
に
関
連
 

す
る
知
識
を
含
む
) 

自̂
己
診
断
テ
ス
ト
の
作
成
 

(
略
) 

ハ
、
精
度
管
理
委
員
会
の
そ
 

の
他
の
業
務
 

胃̂
集
検
協
力
医
療
機
関
に
 

対
す
る
助
言
と
勧
告
 

②
集
検
精
度
の
検
定
値
の
検
 

討

(
略

) 

三
I一
三
三
III 

民
を
対
象
と
し
た
胃
集
検
の
ぁ
 

り
方
を
示
し
て
い
る
が
、
胃
集
 

検
の
社
会
的
責
任
を
考
え
る
 

と
、
当
然
職
域
集
検
に
も
準
用
 

さ
れ
る
べ
き
も
の
あ
ろ
う
。
 

I厚
生
省
の
保
健
事
業
の
一
 

一
実
施
要
網
と
実
施
要
領
 

を
実
費
領
布
 

一
全
文
を
掲
載
し
た
老
人
 

I保
健
法
の
保
健
事
業
実
施
I 

一
要
綱
と
実
施
要
領
の
合
本
一
 

を
実
費
領
布
し
ま
す
。

 ̂

一
本
会
事
務
局
へ
一
部
一
 

お
三
百
円
，
送
料
二
百
円
計
 

一
五
百
円
お
送
り
下
さ
い
。
 

一
ご
送
金
は
郵
便
振
替
で
。
一
 

精
密
検
査
の
精
度
管
理
は
、
 

拡
大
す
る
胃
集
検
を
展
望
し
、
 

よ
り
多
く
の
医
療
機
関
、
実
地
 

医
家
の
参
加
を
容
易
に
す
る
こ
 

と
と
、
X線
写
真
の
読
影
や
精
 

密
検
診
を
委
託
さ
れ
る
協
力
医
 

療
機
関
の
診
断
水
準
の
質
の
維
 

持
ま
で
も
包
括
し
て
、
現
状
に
 

お
い
て
実
現
可
能
と
考
え
ら
れ
 

る
精
密
検
査
の
精
度
管
理
方
式
 

を
提
案
し
た
も
の
で
、
概
要
は
 

次
の
通
り
。
 

1：
間
接
X線
写
真
読
 

影
の
診
断
基
準
 

現
在
の
胃
集
検
で
は
、
一
次
 

検
診
(
問
接
X
線
検
査
)
の
要
 

精
検
率
は
一
〇
冗
か
ら
三
〇
％
 

と
種
々
あ
る
が
、
多
く
は
一
五
冗
 

内
外
に
集
中
し
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
は
、
間
接
X線
写
 

真
の
読
影
に
対
す
る
診
断
基
準
 

が
、
各
地
で
足
並
み
を
揃
え
つ
 

つ
あ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
診
 

断
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
は
、
 

精
度
管
理
上
の
検
定
値
の
比
較
 

検
討
や
診
新
能
力
に
対
す
る
論
 

点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
共
 

通
用
語
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
 

別
表
に
示
し
た
も
の
は
、
現
 

在
各
地
で
用
い
ら
れ
て
い
る
診
 

断
基
準
を
比
較
参
照
し
、
集
検
 

事
務
処
理
上
の
便
も
考
慮
に
入
 

れ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

各
診
断
基
準
に
お
け
る
精
検
 

方
法
の
指
示
を
定
め
て
あ
る
の
 

で
、
精
度
管
理
を
実
施
す
る
に
 

あ
た
っ
て
は
、
こ
の
診
断
基
準
 

を
統
一
的
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
 

希
望
す
る
。
 

精̂
度
管
理
委
員
会
の
設
置
 

精
密
検
査
の
精
度
管
理
は
、
 

精
密
検
査
を
委
託
す
る
医
療
機
 

関
(
胃
集
検
協
力
医
療
機
関
と
 

称
す
る
)
の
登
録
と
研
修
、
集
 

検
精
検
症
例
の
検
討
な
ど
を
通
 

要
綱
等
部
長
通
達
 

事
業
内
容
は
：
：
：
成
人
病
管
理
 

指
導
協
議
会
の
設
置
と
運
営
、
 

II成
人
病
検
診
従
事
者
指
導
講
 

習
会
の
開
催
、
曰
成
人
病
検
診
 

従
事
者
研
修
会
の
開
催
で
あ
る
 

が
、
さ
ら
に
成
人
病
(
が
ん
，
 

脳
卒
中
)
登
録
が
加
え
ら
れ
る
 

模
様
で
あ
る
。
 

指
導
協
の
構
成
は
、
胃
が
ん
 

部
会
、
子
宮
が
ん
部
会
、
循
環
 

器
疾
患
等
部
会
の
三
部
会
で
、
 

胃
が
ん
部
会
の
構
成
は
、
保
健
 

所
、
医
師
会
、
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
等
に
所
属
す
る
学
 

識
経
験
者
、
診
療
放
射
線
技
師
 

等
と
な
つ
て
お
り
構
成
人
員
は
 

明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
老
人
 

保
健
主
管
課
長
会
議
で
は
構
成
 

人
員
は
七
名
、
県
保
健
所
三
名
、
 

そ
の
他
は
前
記
に
関
係
団
体
を
 

加
え
て
各
一
名
と
説
明
し
て
い
 

胃
が
ん
部
会
の
運
営
は
、
胃
 

集
検
の
効
果
や
効
率
を
評
価
 

し
、
そ
れ
に
基
く
検
診
実
施
方
 

法
の
検
討
、
実
施
機
関
の
精
度
 

管
理
状
況
を
把
握
す
る
た
め
X
 

線
写
真
の
良
否
判
定
、
読
影
の
 

体
制
、
読
影
医
師
及
び
放
射
線
 

技
師
の
人
員
、
撮
影
装
置
の
耐
 

用
年
数
等
に
つ
い
て
の
評
価
に
 

よ
る
精
度
管
理
の
あ
り
方
の
検
 

討
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
実
 

施
機
関
の
実
地
調
査
を
行
う
と
 

し
、
こ
れ
ら
の
審
議
結
果
は
都
 

道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
も
の
 

と
す
る
と
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
 

る
。
 

胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
は
 

医
師
と
放
射
線
技
師
に
分
か
れ
 

て
お
り
、
講
習
科
目
も
明
示
さ
 

れ
て
い
る
。
参
加
資
格
は
保
健
 

所
、
医
療
機
関
、
検
診
実
施
機
 

関
等
で
現
に
成
人
病
検
診
に
従
 

事
し
て
い
る
医
師
、
放
射
線
技
 

師
。
受
講
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
十
 

名
程
度
。
期
間
は
一
日
、
回
数
 

は
年
間
十
一
一
回
程
度
と
な
っ
て
 

い
る
。
 

2

 
3
 

注

注
 

|1ニ
ー
三
三
三
三
…
三
一
三
三
I 

な
お
、
こ
の
実
施
要
綱
で
は
 

講
習
対
象
に
し
て
い
な
い
が
、
 

胃
集
検
の
受
診
者
啓
蒙
か
ら
事
 

後
指
導
ま
で
を
担
当
し
て
い
る
 

保
健
婦
及
び
企
画
、
運
営
、
予
 

算
等
を
担
当
し
て
い
る
事
務
職
 

員
の
講
習
も
ぜ
ひ
行
う
べ
き
で
 

あ
る
と
の
要
望
の
強
い
こ
と
を
 

付
記
し
て
お
き
た
い
。
 

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
、
こ
 

の
保
健
事
業
実
施
要
領
は
、
昭
 

和
四
十
四
年
の
厚
生
省
公
衆
衛
 

生
局
長
通
知
「
が
ん
予
防
対
策
 

要
綱
」
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
 

た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

胃
が
ん
検
診
の
検
診
項
目
は
 

問
診
と
胃
X線
撮
影
。
X線
撮
 

影
は
原
則
と
し
て
間
接
撮
影
と
 

し
、
フ
ィ
ル
ム
は
7X7セ
ン
 

厚
生
省
は
老
人
保
健
法
に
よ
 

る
保
健
事
業
の
健
康
診
查
管
理
 

指
導
事
業
実
施
要
綱
を
一
月
十
 

三
日
付
で
、
保
健
事
業
実
施
要
 

領
を
一
月
1一
十
六
日
付
で
各
都
 

道
府
県
知
事
に
公
衆
衛
生
局
老
 

人
保
健
部
長
名
で
通
達
し
た
。
 

X

X

X
 

健
康
診
查
管
理
指
導
事
業
実
 

施
要
綱
は
、
保
健
事
業
推
進
の
 

新
方
式
と
し
て
注
目
を
集
め
て
 

い
る
、
所
謂
各
都
道
府
県
に
設
 

け
ら
れ
る
成
人
病
管
理
指
導
協
 

議
会
の
設
置
と
運
営
の
方
法
を
 

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 


